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　２年生は職場体験を経験し、３年生は就職試験に向
けて面接練習が始まっています。以前読んだ本の中に、
次のことが書いてありました。「人は何のために行動す
るかで結果は変わってくる。お金をもらうために皿を
洗うのか、自分の洗った皿で人を幸せにしようと思っ
て皿を洗うのかで、取組が変わる。」 
　もう亡くなられましたが、ノートルダム清心学園の
元理事長であり作家の渡辺和子氏も「この世に『雑用』
という名の用はない。用を雑にした時に『雑用』は生
まれる」と言っています。自分が今していることで、
人が幸せになりますようにという思いを込めて仕事を
すれば、その取組が変わってくるということなのでし
ょう。夏休みにアルバイトを経験する人もいると思い
ますが、心の片隅に留めておいてください。

 「何のために行動を起こすかで結果は変わる」

鹿児島県高等学校家庭クラブ連盟 

総会並びに役員研修会 
　 ７月７日（火）カクイックス
交流センターで行われた県全体
の「家庭クラブ連盟総会・役員
研修会」に、生活デザイン科の
先生方と役員の生徒３名と一緒
に参加しました。垂水高校は、
曽於・肝付地区の地区当番校に
なっており、この日も２つの地
区別交流会を生徒が運営するこ
とになっていました。 
　地区交流会では、２年生の迫
田さん、瀬戸口さん、中原さん
の３名が中心となり、地区総会

と学校ごとの活動報告の紹介、折り紙を使ったゴミ
箱作りと四葉のクローバーをかたどったコースター
作りに取り組んでいました。最後の全体会では、中
原さんが地区別交流会の様子を報告しました。途中、
純心女子大学の中村教授の講演もありました。私も
初めて参加しましたが、県内の加入校が一堂に会し
（約200名参加）、交流しながらお互いに学びを深め
合う大変貴重な機会だと思いました。 

２学年　 学年朝礼 
　７月13日（月）本年度２回目
の学年朝礼が行われ、２学年に
参加しました。係の生徒の司会
で始まり、今回は牛飼先生の講
話でした。最初に「一言かえる
だけでもっと人に好かれる！あ
かさたなはまやらわの法則」の
紹介がありました。「ありがとう、
いいですね、うれしいです、え
らいです・・・」相手が嬉しく
なるような言葉を使うように心

がけたいものです。その後、先生が常に生徒に語っ
ておられる『目標を「１年生は捜す」「２年生は定め
る」「３年生は突っ走る」』という話がありました。
これから様々な経験を通して、２年生のうちに将来
の目標を定めたいですね。１学期最後の１週間のよ
いスタートが切れました。

「第１回中高連絡会」 
  ７月３日（金）午後から実施
した「第１回中高連絡会」には、
垂水市、鹿屋市の６中学校の先
生方に出席していただきました。
　本校の教育活動を担当の先生
方から説明していただきました
が、普通科と生活デザイン科の
説明は３年生にお願いしました。 
　普通科は北迫さんが、九州大
会に出場する英語のスピーチも

披露しながら普通科の学びを説明し、生活デザイン
科は野元さんが、科のさまさまな取組をスライドを
使って具体的に説明してくれました。中学校の先生
方の感想の中には、「中学生の前でプレゼンしてほ
しい」という意見もありました。 
　最後に１年生との面談も実施していただき、短い
時間ではありましたが、本校の様子を知っていただ
く大変有意義な会になりました。 

２年生「インターンシップ」事前ＬＨＲ 
　７月１日（水）から始まる２
年生対象の「インターンシップ
（職場体験学習）のための事前
LHR」に参加しました。最初に
学年主任の東先生から目的や心
得について説明がありました。 
　「皆さんの実習態度が、来年
以降の後輩たちのインターンシ
ップや３年生の先輩方を含めた
今後の就職に影響しますので、
何事も誠実に取り組んでくださ
い」という言葉に、生徒の背筋
が伸びた気がしました。その後、

グループ毎に担当の先生方のところに集合して最終
確認。不安と楽しみが入り交ざった表情に見えまし
た。せっかくいただいた機会ですので、受け入れて
くださった事業所に感謝しつつ、失敗を恐れず積極
的に挑戦し、何かを学んで帰ってきてくださいね。 

２年生「インターンシップ」 
　 垂水市と鹿屋市にある12事
業所のご協力を得て、７月１日
（水）から３日（金）までの３
日間で、２年生対象の「インタ
ーンシップ（職場体験学習）」
が実施されました。　私も可能
な限りご挨拶に回らせていただ
きましたが、お忙しい中、丁寧
に施設案内をしてくださる事業
所もあり、大変恐縮しました。
　また、ある保育園では子ども
が捕まえたカニについて、代わ
る代わる一生懸命に、私に説明
してくれました。 
　受け入れ先では、「私は実は
垂水高校の出身なんですよ」と
いう声を複数聞きました。実習
中の生徒からは「仕事の大変さ
がわかりました」「授業より身

体を動かしている方が自分には向いていると思いま
した」等の感想を聞きました。実際に実習を体験し
てみて、初めてわかったことも多かったと思います。 
　お忙しい中、貴重な機会をご提供いただいた事業
所の皆様、本当にありがとうございました。 


